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書名
地図でスッと頭に入る飛鳥・奈良時代

著者名
 宮崎健司／著

出版社
昭文社

ISBN
978-4-398-14481-2

本体価格
\1,600

発売
2025/4/1

内容 推古天皇、蘇我入鹿、天武天皇、聖武天皇など、「試験に出る」著名人＆大事件が目白押し！藤原氏台頭のきっかけと古代国家完
成までの流れがわかる一冊！

書名
句集  吉野百景

著者名
山口素基／著

出版社
ふらんす堂

ISBN
978-4-7814-1726-4

本体価格
\2,600

発売
2025/4/2

内容 本書は吉野讃歌でも名所案内でもない。絶妙の間合いで句文が織りなす物語絵巻である。
「題箋」吉野百景―小文は「詞書」、俳句は「絵巻」、帯は「巻緒」といったところか。
お父様は熊野、お母様は吉野の人と聞いた。素基俳句の根源には、産土に対する懐かしさと有難さがある。

書名
古墳時代における札式甲冑の導入・展開とその背景

著者名
初村武寛／著

出版社
六一書房

ISBN
978-4-86445-170-3

本体価格
\5,000

発売
2025/4/3

内容 古墳時代中期に日本列島にもたらされた札式甲冑は、構造の革新を行いながら次第に数を増し、古墳時代後期には倭の甲冑の中
核を担うようになる。札式甲冑は先行研究においても扱われてきた遺物ではあったが、その構造や用途については不明な点が多
かった。本書では特に古墳時代中期の資料を中心として、札式甲冑の構造復元と用途の検討に踏み込み、札式甲冑の導入から展
開における過程を検討する。

書名
盆栽ごよみ３６５日

著者名
塩津植物研究所／著

出版社
誠文堂新光社

ISBN
978-4-416-62371-8

本体価格
\2,200

発売
2025/4/8

内容 種木とは、盆栽になる前の草木のこと。著者の塩津丈洋、久美子夫妻は、日本で唯一の「種木屋」である塩津植物研究所を奈良県
橿原市で営んでいる。研究所では実生、挿木、取木などさまざまな園芸技法を用い、種木から盆栽への仕上げまでを一貫して行って
いる。本書では、暮らしを見渡せば必ず出合うことのできる草木、例えばサクラやケヤキ、イチョウ、マツなどの誰もが馴染みのある
植物を中心に、およそ200品目・300種以上の植物を紹介。

https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034717565&Action_id=121&Sza_id=E1&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034725393&Action_id=121&Sza_id=E1&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034723136&Action_id=121&Sza_id=C0&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034744506&Action_id=121&Sza_id=A0&refHpStenhnbCode=0296
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書名
大和青垣の山々

著者名
翻訳：奈良山の考古学研究会

出版社
青垣出版

ISBN
978-4-434-35708-4

本体価格
\1,300

発売
2025/4/15

内容 「倭（やまと）は国のまほろば　たたなづく青垣山隠（こも）れる倭しうるはし」。ヤマトタケルノミコト（倭建命）は、故郷大和を偲んで歌い
上げた。「たたなづく青垣」とは、取り囲む山々。その50山を「歴史と文化」に重点を置いて紹介する。「青垣の山々」は、『古事記』『日
本書紀』や『万葉集』にも数多く登場し、神います山として信仰の対象となり、修験の場ともなった。

書名
孤城の蠕き

著者名
村木哲史／著

出版社
風詠社

ISBN
978-4-434-35604-9

本体価格
\1,400

発売
2025/4/18

内容 「大化の改新」は、西暦６４５年の蘇我入鹿の暗殺に端を発する。この時期を通じて、多くの権力者が暗殺、敗死し、または自害に追
い込まれた。日本の古代史における重要な基盤が形成された。「大化の改新」を機に、旧体制が一新され、様々な制度が整えられ
た。現代日本の基礎を築いた古代の重要な転換期を描いた歴史小説。

書名
三千世界 奈良国立博物館 名宝百三十撰

著者名
監修：奈良国立博物館  写真：六田 知弘

出版社
求龍堂

ISBN
978-4-7630-2505-0

本体価格
\8,800

発売
2025/4/25

内容 「仏教美術の殿堂」と名高い奈良国立博物館の開館130年を記念し、同館が誇る名宝130件の全貌を紹介する。掲載写真のすべて
が、写真家・六田知弘による撮り下ろし。広大無辺な宇宙観を示す仏教語「三千世界」の書名の通り、縄文時代から中世に至る壮大
な時間のなかで築き上げられた名宝の数々が、時空と空間を飛び越えて響き合う。見る人の感覚に訴えかける、これまでにないビ
ビッドな体験を提供する写真集である。

書名
大阪ことばの謎

著者名
金水敏／著

出版社
ＳＢクリエイティブ

ISBN
978-4-8156-2471-2

本体価格
\950

発売
2025/4/30

内容 今日、大阪弁はとても身近なことばである。「知らんけど」「めっちゃ」「わろた」等の大阪弁をごく日常的に使っている。他の都道府県の方言と比較し
て、大阪弁の存在感はすさまじい。大阪弁・関西弁は強烈な「役割語」としてその地位を確立してきた。さらにそこから派生して、さまざまな大阪人ス
テレオタイプが誕生した。いまなお、大阪弁・関西弁は全国の日本語話者に影響を与え続けている。私たちはなぜ大阪弁・関西弁的な表現をつい
使ってしまうのだろうか？その問いの先に、私たちのコミュニケーションを背後で支えている感覚が見えてくる。

https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034726045&Action_id=121&Sza_id=C0&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034730683&Action_id=121&Sza_id=C0&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034731743&Action_id=121&Sza_id=GG&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034731666&Action_id=121&Sza_id=E1&refHpStenhnbCode=0296



